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るが, 骨盤が後傾した所謂 ｢へたり腰｣ の学生が
多い｡ 特に男子に多いように見える｡ 姿勢が悪い





｢へたり腰｣ は, やはり背中が前傾するが, それ
は骨盤とつりあいをとるためである｡ ｢へたり腰｣












を ｢ふんぞり返る｣ ためだと言うが, 私達は姿勢
全体を見るのでそれはふんぞり返っているためで






のことではない｡ 若い人たちはよく ｢引く｣ とい
う言葉を使いたがる｡ ｢あんなことを言われたら,
引くよね｣, ｢ちょっとあの人変わっていて, 引い




























日本では周知のように, 芸能や, 武道や, 日常
仕事での身体遣いで ｢腰｣ が重視されてきた｡ 膝
を緩め, 腰を安定させて上体をゆったりさせる使












































日本語では ｢腰｣ は主に骨盤を指し, その中身
を ｢肚 (腹)｣ と呼んでいる｡ 身体遣いにおける
｢腰｣ の重視は ｢肚｣ の重視と表裏のものだ｡ ｢肚｣






































｢腰｣ 同様 ｢肚｣ についても現代にどうあるべ
きかは簡単ではないと思う｡ ｢肚｣ の感覚を単に
取り戻そうという主張は考慮が足りないように思














れるようになり, 日本では ｢丹田｣ といえば下丹
田を意味する｡ またインドのヨーガでは, チャク
ラ即ちエネルギーセンターに 7つを数える｡ 下か
ら, 尾骨, 丹田, 腹 (臍の奥), 心臓 (胸の中心









るが, ｢氣海丹田｣ とも言われる｡ 確かにここに
手を当てると他のエネルギーセンターと言われて
いる場所とも異なり, いくら当てていても飽きる











































り, 自覚がないと, どうなるのだろうか｡ 丹田感
覚はほぼ壊滅してしまったのだから, その代わり













































しかし現在なお, 中心感覚は腰, 肚, 丹田に持

























るときには斉藤はもはや ｢腰, 肚, 丹田｣ の重要
性は言わない｡ 代わって, 額・鼻・口・胸・胴体
の中心を通る ｢中心軸 (正中線)｣ …背骨に近い
ものではなく身体の前面に考えているようだ…に

























その 7つとは, ①センター (頭頂よりやや後ろ
から, 背骨のやや前, 膝裏, 脛骨の真下に通る),
②下丹田, ③中丹田, ④リバース (中丹田から他
者に向かう), ⑤ベスト (左右において, 鎖骨の






















う｡ この顕著な例が, 人々の好みです｡ 現在は,
センターを強く備えて, 颯爽として広い視野を持
つ人物に, 人気が集中する傾向にあります｣ といっ








身体の中心感覚については, 私も ｢腰, 肚, 丹





















として, ⑤ベスト (前後の胸部) の意識も注目し
たい｡ 現代人は目と頭脳の過労で, 肩凝りがひど
く, 肩甲骨が背中に張り付き, 腕が回らない身体











































また, ｢身体の癒着を解体｣ し ｢細かく分節化
























武術でいう ｢居つく｣ ことを常に警戒し, 不安
定な状態に身体をあらせることで, 滞らない, 何
気ない, 精妙なはたらきを可能にしているのであ
る｡ 甲野の稽古には, 初心者でも ｢型｣ ｢基本｣
などはない｡
甲野は ｢正しい姿勢｣ ｢正しい呼吸｣ のような
｢正しい｣ という言葉を用いるのに非常に慎重で
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